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活動内容 

目的 

現在日本では、少子化および核家族化の影響から社会で子どもを育てる機能が
弱まり、子育て世代が孤立しやすくなっている。一度子育てに躓くと、自力での
立て直しは難しく、虐待やネグレクトに移行するケースも多くみられ、児童相談
所への通告件数は年々増加している。 
しかし、それに対する行政の支援のリソースは不足しており、状況を変えるに

も時間がかかる。かといって子どもの成長は待ったなしであるため、当団体とし
ては一刻も早い支援体制の構築を目指し、「ホームスタート」事業に取り組むこと
とした。「ホームスタート」とは、住民参加型の訪問型子育て支援を可能にする仕
組みであり、イギリス発祥である。日本にもすでに全国各地に定着し、様々な団
体による運営が始まっている。地域住民でも安心安全に訪問支援ができるように
なるため、比較的迅速に不足する支援リソースを補うことができる。岡山ではぐ
るーんが最初の運営団体となり、地域みんなで子育てを支えるまちづくりを進め
ている。今後は他の子育て支援団体ともネットワーク化を進め、一般市民が子育
てサポートに参画することで、孤立化する親子を減らしていく。 

内容 

① オーガナイザー、ホームビジターの養成 
訪問支援の組み立ての中心的役割である、「オーガナイザー」を養成する。これ
は、ホームスタート・ジャパンの定める研修を受けることにより認定される。
並行して、実際に子育て家庭を訪問する「ホームビジター」の養成をする。ホ
ームビジターの養成は、市民に対して募集を行い、応募した候補者が規定の研
修を受けることにより行われる。オーガナイザーは、運営委員（トラスティ）
と協働し、研修を企画・運営する。 
②広報活動 
ホームスタートについてのリーフレットを作成し、広報活動をする。親子支援
機関等にリーフレットを配布するなどして利用者を募る。また、メディアなど
への掲載も依頼する。   
② 家庭訪問支援事業 
利用希望者を募り、家庭を訪問して支援活動を行う。 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初は事業用の新規 WEB ページを作成する予定であったが、利用申し込みが急
激に増加すると対応が難しくなるので、令和６年度は口コミ、既存のリーフレッ
トによる周知にとどめた。 
その代わりに、増加の一方をたどる案件管理が難しくなってきたため、サイボウ
ズ社のクラウドシステム Kintone を用いて、案件の進捗を管理・共有するシステ
ムを構築した。 

成果 

① ホームビジターの養成 
2024 年度は、１クールの養成研修が実施され、11 名の「ホームビジター」の養
成が実施された。ホームビジターの養成研修内容は別紙のとおり。オーガナイ
ザーは、候補が研修に参加した。（研修時期により認定は 2025 年度となる） 



②広報活動 
ホームスタートについてのリーフレットを作成し、親子支援機関等にリーフレ
ットを配布するなどして利用者を募った。また、メディアからの取材として、
山陽新聞への掲載、西日本放送ニュースによる放送も行われた。 
リーフレットは下記写真のとおり。   
③ 家庭訪問支援事業 
利用希望者に対し、訪問支援活動を実施した。 
2024 年度は、新規の利用家庭数 42 世帯、ホームビジターによるのべ訪問回数
は 283 回であった。（詳細は別紙集計のとおり）登録ホームビジター28 名のう
ち、実際に訪問活動に携わったのは 19 名であった。 
訪問した家庭への利用後アンケートからは、「親自身の心の安定」、「孤立感の解
消」、「子育てサービスの利用方法を知る」、「家事の上達」、「家族間のイライラ
の減少」などに関し、高い満足を得た。 
 

今後の課題と対
応策 

① オーガナイザー、ホームビジターの増加 
支援できる家庭数やエリアの拡大のため、引き続きオーガナイザーおよびホームビジ
ターを養成することが必要である。 

② 周知活動 
支援を必要とする家庭にホームスタートの存在を知ってもらえるよう、広報活動を拡
充する必要がある。 
対応策：ぐるーんの各種イベントにおいて、ホームスタート事業の広報を実施する。
また、各種メディアへの取材依頼、岡山市関係各課への情報提供を実施する他、WEB
サイトを作成し、認知をひろげていく。 

③ 満足度の向上 
訪問を利用した家庭へのアンケート調査より、親自身の課題に関する満足度は高い傾
向が見られたが、親の子どもに対する困り感の払拭については満足度が高いとは言え
ない。限られた回数の訪問の中で、親だけでなく子どものアセスメントまではできな
いのが普通ではあるが、困難感が持続するようであれば専門機関につなぐなどのアク
ションにつなげることも視野に入れていく。 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑ホームビジター養成講座チラシ および日程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑講座中の様子               養成されたビジターさんたちと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホームスタート紹介リーフレット 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山陽新聞への掲載↑ 
 
西日本放送でのニュース放映↓ 
 
 
 

 


